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ニゴロブナの資源管理のため、
漁業者自らが漁獲努力量を削減し、資源の維持・増大を図ります。

漁獲サイズや漁期の規制は、漁獲重量の増大と単価の向上につながります。
また、漁獲するまでに一度は産卵させることにより、数年後の漁獲量を増やせます。

ニゴロブナの資源管理のため、
漁業者自らが漁獲努力量を削減し、資源の維持・増大を図ります。

漁獲サイズや漁期の規制は、漁獲重量の増大と単価の向上につながります。
また、漁獲するまでに一度は産卵させることにより、数年後の漁獲量を増やせます。


